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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第60期

第２四半期
連結累計期間

第61期
第２四半期
連結累計期間

第60期

会計期間
自 平成25年４月１日
至 平成25年９月30日

自 平成26年４月１日
至 平成26年９月30日

自 平成25年４月１日
至 平成26年３月31日

売上高 (百万円) 41,774 42,486 84,518

経常利益 (百万円) 721 908 1,475

四半期(当期)純利益 (百万円) 586 768 1,217

四半期包括利益又は包括利益 (百万円) 842 963 1,578

純資産額 (百万円) 18,579 20,060 19,327

総資産額 (百万円) 33,710 34,090 36,246

１株当たり四半期(当期)
純利益金額

(円) 24.53 32.13 50.89

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 55.1 58.8 53.3

営業活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △318 854 2,884

投資活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) 4 △25 △47

財務活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) 18 △1,629 △632

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(百万円) 1,639 3,497 4,223
 

 

回次
第60期

第２四半期
連結会計期間

第61期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自 平成25年７月１日
至 平成25年９月30日

自 平成26年７月１日
至 平成26年９月30日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 18.88 18.39
 

(注) １　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載

しておりません。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。　

 

２ 【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている事業の内容

について、重要な変更はありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等の

リスク」についての重要な変更はありません。

 なお、重要事象等は存在しておりません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、新たに締結した経営上の重要な契約は次のとおりであります。

会社名 仕入先 契約年月日 主要取扱商品 契約内容

当社
株式会社日立パワーデバイス
（※１）

平成26年７月30日 電力用半導体製品 特約店契約

当社 FocalTech Systems, Ltd. 平成26年７月30日
タッチパネルコントロー
ルIC、液晶ドライバIC等
の半導体製品

代理店契約

当社 サイミックス株式会社 平成26年９月19日
通信機能付きセンサーモ
ジュール

代理店契約

 

（※１）平成25年10月１日付にて株式会社日立製作所の電力用半導体の事業が会社分割（吸収分割）により同社に承継

　　　　され、これに伴い、当社と株式会社日立製作所にて締結していた継続的製品販売契約（特約店契約、昭和47年

　　　　３月21日締結）が同社に承継されました。今般、同社より新たに特約店契約書締結の依頼を受け、締結に至っ

　　　　たものであります。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであります。

(1) 業績の状況

当第２四半期連結累計期間における世界経済は、米国では個人消費の底堅い増加と雇用情勢の着実な改善が続き緩

やかな景気拡大が続いており、欧州では製造業景況感の低下などにより景気は足踏みしております。

日本経済は、消費税率引上げの影響などもみられますが、景気は緩やかな回復基調が続いている模様であります。

半導体市場においては、2014年８月の世界半導体売上高は、前年同月比9.4%増となり16ヵ月連続の増加、前月比で

は1.3%増の６ヵ月連続の増加と、2014年は2013年を約１割上回るペースで市場の拡大が続いています。　

このような環境の下、当第２四半期連結累計期間は、品目別売上高では集積回路はロジックＩＣが自動車分野を中

心に増加し、前年同期比164百万円増（0.5%増）の31,037百万円、半導体素子は光デバイスが産業分野を中心に増加

し、同420百万円増（6.7%増）の6,723百万円、表示デバイスは商流移管により民生分野が減少し、同449百万円減

(38.6%減)の714百万円、その他はパーツが産業・民生分野を中心に増加し、同576百万円増(16.8%増)の4,011百万円

となりました。その結果、売上高は同711百万円増（1.7%増）の42,486百万円となりました。

損益面におきましては、営業利益では販売費及び一般管理費は増加しましたが、売上原価率の低下による売上総利

益の増加がそれを上回り、前年同期比174百万円増（24.0%増）の901百万円、経常利益は営業外費用の支払補償費が

減少したこと等により、同186百万円増（25.9%増）の908百万円、四半期純利益は同181百万円増(31.0%増)の768百万

円となりました。

なお、当社は平成26年9月に東京証券取引所市場第二部から同取引所市場第一部銘柄に指定されました。

　(注) 当社グループは、「電子部品関連事業」のみの単一セグメントであります。
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連結業績の推移   　（単位：百万円)  
 

 平成26年３月期 平成27年３月期

 第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期 第１四半期 第２四半期

売上高 20,375 21,399 21,590 21,152 21,012 21,473

営業利益 280 446 384 364 510 390

経常利益 288 433 390 363 473 434
 

 

(2) 財政状態の分析

当第２四半期連結会計期間末の財政状態は、前連結会計年度末と比較し以下のとおりとなりました。

 

（資産）

資産は、前連結会計年度末に比べて2,156百万円減少し34,090百万円となりました。

これは、主として商品及び製品が836百万円減少し、現金及び預金が725百万円減少し、受取手形及び売掛金が431

百万円減少したこと等によります。

 

（負債）

負債は、前連結会計年度末に比べて2,889百万円減少し14,029百万円となりました。

これは、主として短期借入金が1,641百万円増加したものの、1年内返済予定の長期借入金が3,000百万円減少し、

買掛金が1,381百万円減少したこと等によります。

 

（純資産）

純資産は、前連結会計年度末に比べて733百万円増加し20,060百万円となりました。

これは、主として利益剰余金が538百万円増加し、その他有価証券評価差額金が111百万円増加したことによりま

す。

　これにより自己資本比率は58.8%となり、時価ベースの自己資本比率は55.9%となりました。

 

(3) キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結累計期間末における現金及び現金同等物(以下、「資金」という。)は、前連結会計年度末に比

べ725百万円減少し、3,497百万円となりました。

 

当第２四半期連結累計期間に係る区分ごとのキャッシュ・フローの状況は以下のとおりであります。

 

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

当第２四半期連結累計期間における営業活動による資金の増加は、854百万円(前年同期318百万円の減少)となり

ました。支出の主な内訳は、仕入債務の減少1,430百万円であり、収入の主な内訳は、税金等調整前四半期純利益

908百万円、たな卸資産の減少867百万円、売上債権の減少513百万円であります。

 

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

当第２四半期連結累計期間における投資活動による資金の減少は、25百万円(前年同期4百万円の増加)となりま

した。支出の主な内訳は、投資有価証券の取得による支出54百万円、無形固定資産の取得による支出38百万円、有

形固定資産の取得による支出29百万円であり、収入の主な内訳は、投資有価証券の売却による収入100百万円であ

ります。　

 

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

当第２四半期連結累計期間における財務活動による資金の減少は、1,629百万円(前年同期18百万円の増加)とな

りました。支出の主な内訳は、長期借入金の返済による支出3,000百万円、配当金の支払額238百万円であり、収入

の主な内訳は、短期借入金の増加1,626百万円であります。
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(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に前事業年度の有価証

券報告書に記載した「対処すべき課題」についての重要な変更及び新たに生じた課題はありません。

なお、当第２四半期連結累計期間における「対処すべき課題」への取り組みのなかで特筆すべき点は、下記の２

点であります。

① 新規事業推進本部および自動車営業技術部への人員増強を実施し、新たな商材・成長分野の開拓を強力に推進

　　 するとともに技術力の強化によるソリューションビジネスを推進。

② 従来より実施しておりました展示会への出展に際し、技術・営業・新規事業部門の更なる技術力の向上を図

　　 り、全社で総力をあげて取り組む体制を組み、デザイン・イン活動を更に強化。

 
(5) 研究開発活動

該当事項はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 40,000,000

計 40,000,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成26年９月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成26年11月13日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 23,929,200 23,929,200
東京証券取引所
（市場第一部）

単元株式数は100株であります。

計 23,929,200 23,929,200 ― ―
 

　（注）平成26年９月26日をもって、当社株式は東京証券取引所市場第二部より市場第一部に指定替えしております。

 
(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高

(百万円)

平成26年９月30日 ― 23,929,200 ― 3,433 ― 3,652
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(6) 【大株主の状況】

  平成26年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

ルネサスエレクトロニクス株式
会社

神奈川県川崎市中原区下沼部１７５３ 7,182 30.01

有限会社エターナル 神奈川県川崎市宮前区鷺沼１―16―８ 1,916 8.00

福 島 慎 介 神奈川県川崎市宮前区 1,753 7.32

株式会社みずほ銀行 東京都千代田区大手町１－５－５ 1,127 4.71

横 山 淳 子 神奈川県横浜市港北区 874 3.65

株式会社日立製作所 東京都千代田区丸の内１－６－６ 612 2.55

株式会社三菱東京UFJ銀行 東京都千代田区丸の内２―７―１ 532 2.22

ルネサスイーストン
従業員持株会

東京都千代田区神田司町２―１ 460 1.92

ドイチェバンクアーゲーロンド
ンピービーノントリティークラ
イアンツ613
(常任代理人 ドイツ証券株式会
社)

TAUNUSANLAGE 12, D-60325 FRANKFURT
AM MAIN, FEDERAL REPUBLIC OF GERMANY
 
(東京都千代田区永田町２―11―１)

436 1.82

新電元工業株式会社 東京都千代田区大手町２－２－１ 330 1.37

計 ― 15,225 63.62
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

平成26年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)

普通株式
13,200

― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

23,906,700
239,067 ―

単元未満株式
普通株式

9,300
― ―

発行済株式総数 23,929,200 ― ―

総株主の議決権 ― 239,067 ―
 

(注) １　「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が10,000株含まれており

ます。また、「議決権の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数100個が含まれて

おります。

２　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式が35株含まれております。

 

② 【自己株式等】

平成26年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数
に対する所有

株式数の割合(％)

(自己保有株式)
㈱ルネサスイーストン

東京都千代田区神田司町
二丁目１番地

13,200 ― 13,200 0.06

計 ― 13,200 ― 13,200 0.06
 

 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１　四半期連結財務諸表の作成方法について

(1) 当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府

令第64号)に基づいて作成しております。

 
(2) 当社の四半期連結財務諸表に掲記される科目その他の事項の金額については、従来、千円単位で記載しておりま

したが、第１四半期連結会計期間及び第１四半期連結累計期間より百万円単位で記載することに変更いたしまし

た。

 
２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間(平成26年７月１日から平成

26年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成26年４月１日から平成26年９月30日まで)に係る四半期連結財務

諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：百万円)

          
前連結会計年度

(平成26年３月31日)
当第２四半期連結会計期間

(平成26年９月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 4,183 3,457

  受取手形及び売掛金 17,334 16,903

  有価証券 40 40

  商品及び製品 10,145 9,308

  仕掛品 10 13

  繰延税金資産 163 166

  その他 624 407

  貸倒引当金 △4 △3

  流動資産合計 32,497 30,294

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物 1,005 1,014

    減価償却累計額 △679 △688

    建物及び構築物（純額） 326 326

   工具、器具及び備品 173 179

    減価償却累計額 △145 △148

    工具、器具及び備品（純額） 28 31

   土地 1,266 1,266

   リース資産 31 31

    減価償却累計額 △16 △20

    リース資産（純額） 15 11

   有形固定資産合計 1,635 1,635

  無形固定資産   

   ソフトウエア 511 434

   その他 15 14

   無形固定資産合計 526 449

  投資その他の資産   

   投資有価証券 1,019 1,148

   繰延税金資産 15 9

   その他 570 572

   貸倒引当金 △20 △19

   投資その他の資産合計 1,586 1,710

  固定資産合計 3,748 3,795

 資産合計 36,246 34,090
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           (単位：百万円)

          
前連結会計年度

(平成26年３月31日)
当第２四半期連結会計期間

(平成26年９月30日)

負債の部   

 流動負債   

  買掛金 9,568 8,186

  短期借入金 1,151 2,793

  1年内返済予定の長期借入金 3,000 -

  未払法人税等 94 82

  繰延税金負債 0 1

  その他 1,592 1,412

  流動負債合計 15,406 12,475

 固定負債   

  長期借入金 1,000 1,000

  役員退職慰労引当金 0 0

  退職給付に係る負債 290 270

  繰延税金負債 3 66

  その他 218 215

  固定負債合計 1,512 1,553

 負債合計 16,919 14,029

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 3,433 3,433

  資本剰余金 5,001 5,001

  利益剰余金 10,442 10,980

  自己株式 △3 △3

  株主資本合計 18,873 19,412

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 166 278

  為替換算調整勘定 275 363

  退職給付に係る調整累計額 11 5

  その他の包括利益累計額合計 453 648

 純資産合計 19,327 20,060

負債純資産合計 36,246 34,090
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(2) 【四半期連結損益及び包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

売上高 41,774 42,486

売上原価 37,809 38,293

売上総利益 3,965 4,193

販売費及び一般管理費 ※  3,238 ※  3,291

営業利益 726 901

営業外収益   

 受取利息 3 4

 受取配当金 9 11

 受取補償金 28 10

 為替差益 47 8

 その他 79 99

 営業外収益合計 168 134

営業外費用   

 支払利息 32 26

 支払補償費 120 61

 その他 21 39

 営業外費用合計 174 127

経常利益 721 908

特別損失   

 固定資産除却損 0 0

 投資有価証券売却損 0 -

 保険解約損 2 -

 特別損失合計 3 0

税金等調整前四半期純利益 717 908

法人税、住民税及び事業税 117 136

法人税等調整額 13 3

法人税等合計 130 139

少数株主損益調整前四半期純利益 586 768

四半期純利益 586 768

少数株主損益調整前四半期純利益 586 768

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 115 111

 為替換算調整勘定 139 88

 退職給付に係る調整額 - △5

 その他の包括利益合計 255 194

四半期包括利益 842 963

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 842 963
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(3) 【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

           (単位：百万円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 税金等調整前四半期純利益 717 908

 減価償却費 123 129

 有形固定資産除却損 0 0

 貸倒引当金の増減額（△は減少） ― △0

 退職給付引当金の増減額（△は減少） 53 ―

 退職給付に係る負債の増減額（△は減少） ― △13

 役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △91 ―

 支払利息 32 26

 受取利息及び受取配当金 △12 △16

 投資有価証券売却損益（△は益） 0 ―

 保険解約損益（△は益） 2 ―

 売上債権の増減額（△は増加） 937 513

 たな卸資産の増減額（△は増加） 1,354 867

 その他の流動資産の増減額（△は増加） △98 215

 仕入債務の増減額（△は減少） △3,134 △1,430

 その他の流動負債の増減額（△は減少） △38 △188

 その他 △30 △10

 小計 △183 1,000

 利息及び配当金の受取額 12 16

 利息の支払額 △30 △26

 損害賠償金の支払額 △8 △9

 法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △109 △127

 営業活動によるキャッシュ・フロー △318 854

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 従業員に対する長期貸付けによる支出 △0 ―

 従業員に対する長期貸付金の回収による収入 0 0

 投資有価証券の取得による支出 △139 △54

 投資有価証券の売却による収入 45 100

 有形固定資産の取得による支出 △1 △29

 有形固定資産の売却による収入 ― 0

 無形固定資産の取得による支出 △8 △38

 保険積立金の解約による収入 108 ―

 会員権の取得による支出 ― △1

 その他 0 △3

 投資活動によるキャッシュ・フロー 4 △25

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 短期借入金の純増減額（△は減少） 263 1,626

 長期借入金の返済による支出 ― △3,000

 リース債務の返済による支出 △5 △4

 配当金の支払額 △238 △238

 自己株式の取得による支出 △0 △0

 その他 △1 △13

 財務活動によるキャッシュ・フロー 18 △1,629

現金及び現金同等物に係る換算差額 79 75

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △216 △725

現金及び現金同等物の期首残高 1,856 4,223

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※  1,639 ※  3,497
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【注記事項】

（継続企業の前提に関する事項）

該当事項はありません。

 

（会計方針の変更等）

当第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日 至 平成26年９月30日)

(会計方針の変更)

「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号 平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」とい

う。）及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号 平成24年５月17日。以下

「退職給付適用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げられ

た定めについて第１四半期連結会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、退職給付

見込額の期間帰属方法を期間定額基準とし、割引率の決定方法を従業員の平均残存勤務期間に近似した年数に基

づく割引率から、退職給付の支払見込期間及び支払見込期間ごとの金額を反映した単一の加重平均割引率を使用

する方法へ変更しております。　

退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従って、当第２四

半期連結累計期間の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴う影響額を利益剰余金に加

減しております。

この結果、当第２四半期連結累計期間の期首の退職給付に係る負債が14百万円減少し、利益剰余金が９百万円

増加しております。また、当第２四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与

える影響は軽微であります。
 

 

(四半期連結損益及び包括利益計算書関係)

※ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次のとおりであります。

 

 
前第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
至 平成25年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
至 平成26年９月30日)

役員報酬 134百万円 136百万円

給与及び賞与 1,509百万円 1,564百万円

退職給付費用 219百万円 149百万円

賃借料 270百万円 276百万円

減価償却費 123百万円 129百万円
 

 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、次のとお

りであります。

 

 
前第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
至 平成25年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
至 平成26年９月30日)

現金及び預金 1,599百万円 3,457百万円

有価証券(キャッシュ・リザー
ブ・ファンド)

40百万円 40百万円

現金及び現金同等物 1,639百万円 3,497百万円
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(株主資本等関係)

前第２四半期連結累計期間(自 平成25年４月１日 至 平成25年９月30日)

１　配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年５月15日
取締役会

普通株式 239 10 平成25年３月31日 平成25年６月６日 利益剰余金
 

 

２　基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末日

後となるもの

　該当事項はありません。

 

当第２四半期連結累計期間(自 平成26年４月１日 至 平成26年９月30日)

１　配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年５月15日
取締役会

普通株式 239 10 平成26年３月31日 平成26年６月６日 利益剰余金
 

 

２　基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末日

後となるもの

　該当事項はありません。

 

(セグメント情報等)

【セグメント情報】

当社グループの事業セグメントは、「電子部品関連事業」のみの単一セグメントであり重要性が乏しいため、セグ

メント情報の記載を省略しております。

 

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
至 平成25年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
至 平成26年９月30日)

　　１株当たり四半期純利益金額 24円53銭 32円13銭

    (算定上の基礎)   

   四半期純利益金額(百万円) 586 768

　　普通株主に帰属しない金額(百万円) ― ―

   普通株式に係る四半期純利益金額(百万円) 586 768

    普通株式の期中平均株式数(株) 23,915,991 23,915,976
 

(注)  潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

 

２ 【その他】

　該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成２６年１１月１３日

株式会社ルネサスイーストン

取締役会 御中

 

新日本有限責任監査法人
 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   海野　隆善　　　印

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   佐々木　浩一郎　印

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   跡部　尚志　　　印

 

 

 
 

当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ル

ネサスイーストンの平成２６年４月１日から平成２７年３月３１日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平

成２６年７月１日から平成２６年９月３０日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成２６年４月１日から平成２６年

９月３０日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益及び包括利益計算

書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ルネサスイーストン及び連結子会社の平成２６年９月３

０日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を

適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

 
 

(注) １. 上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２. XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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